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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、
　前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録されている画像データを外部装置に転送する外部出力手段と、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定手段と、
　前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モードが
設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像
データのみを前記外部装置に転送する出力制御手段と
　を備える電子カメラ。
【請求項２】
　前記記録手段に記録されている画像データを表示する表示手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録さ
れている画像データのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる第１の
表示制御手段と、
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　を更に備える請求項１の電子カメラ。
【請求項３】
　前記設定手段は、
　前記第２の撮影モードをくり返し設定し、
　前記第２の記録制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが新たに設定されているときに前記撮影手段によ
り生成された最新の画像データを前記記録手段に記録させ、
　前記第１の表示制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが新たに設定されているときに、前記記録手段に
記録されている画像データのうち、前記最新の第２の画像データをのみを前記表示手段に
表示させる
　請求項２の電子カメラ。
【請求項４】
　前記第１の撮影モードまたは前記第２の撮影モードが設定されているときにおいて前記
撮影手段により新たな第２の画像データが生成される度に、当該新たな第２の画像データ
を特定する特定情報を所定の記憶領域に記憶させていく記憶制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定される度に、前記記憶領域に記憶されてい
た前記特定情報を消去する消去手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、
　前記消去手段により前記特定情報が消去された後も、前記撮影手段により新たな画像デ
ータが生成される度に、当該新たな画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に記
憶させていき、
　前記第１の表示制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録さ
れている画像データのうち、前記記憶領域に記憶されている特定情報により特定される画
像データのみを前記表示手段に表示させる
　請求項２の電子カメラ。
【請求項５】
　前記記録手段に記録されている画像データを表示する表示手段と、
　ユーザの操作に応答して、電子カメラに指示を与える操作手段と、
　前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影
モードを選択する選択手段と、
　前記選択手段により前記第２の撮影モードが選択された場合に、前記表示手段に前記操
作手段の特定の操作手順を表示させる第２の表示制御手段と、を更に備え、
　前記設定手段は、
　前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作がなされた場合にのみ、前記第２の
撮影モードを設定する
　請求項１の電子カメラ。
【請求項６】
　前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作がなされた場合にのみ、前記設定手
段により設定された第２の撮影モードを解除する解除手段を更に備える
　請求項５の電子カメラ。
【請求項７】
　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された
画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記録されている画像データを外部装置
に転送する外部出力手段と、を備える電子カメラにおける画像データの出力制御方法であ
って、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定ステップと、
　前記設定ステップにおいて第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段によ
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り生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御ステップと、
　前記設定ステップにおいて第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段によ
り生成された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御ステップと、
　前記設定ステップにおいて第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モ
ードが設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２
の画像データのみを前記外部装置に転送する出力制御ステップと
　を含む出力制御方法。
【請求項８】
　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された
画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記録されている画像データを外部装置
に転送する外部出力手段と、を備えるコンピュータを、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定手段、
　前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段、
　前記設定手段により第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モードが
設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像
データのみを前記外部装置に転送する出力制御手段、
　として機能させるプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ等の携帯型電子カメラを他人に渡して撮影を依頼したり、電
子カメラを貸した際に撮影された画像、つまり、特定の人物が撮影した画像だけを簡単に
出力制御可能な再生モードを備えた電子カメラ、出力制御方法、及びプログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電子カメラのユーザが自分自身を被写体として写真を撮るために電子カメラを他人に渡
して撮影を依頼することがよくある。このとき、撮影された画像を再生して撮影具合を確
かめることがあるが、画像の再生は被撮影依頼者が行なったりユーザが被撮影依頼者の傍
らで行って撮影具合を確認したりして、撮影画像にピンボケや画像配置のアンバランス等
のような不具合のある場合は被撮影依頼者に再撮影を依頼することとなる。ここで、依頼
した撮影画像を見つけるためにサムネイル画像を検索したり、画像を再生していると撮影
依頼した撮影画像以外の画像を再生し、不都合の生じる場合がある。また、ユーザがカメ
ラを他人に貸した際に、記憶している画像の内容を再生して見られたり、誤って消去され
てしまう可能性がある。
【０００３】
　従来、ユーザがカメラを他人に貸した際に、記憶している画像の内容を再生して見られ
たり、誤って消去されてしまうことのないようにシークレット機能と呼ばれる機能を備え
たものがある（例えば、特許文献１参照）。同特許文献には、複数の画像データを記憶す
るメモリカード（または内蔵メモリ）と、キー入力部２７での所定のキー操作がなされた
か否かを判断し、判断された際には上記メモリカードにすでに記憶されている画像データ
の表示部での再生を一括して禁じる画像再生装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－１２４１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　上記特許文献１に開示の技術では所定の操作（シークレットモード設定操作）により一
括してすでに記憶されている画像の再生を禁止することができるので、ユーザがカメラを
他人に貸す際にシークレットモード設定操作を行っておけばカメラの借主はシークレット
モード設定操作後に撮影された画像だけを再生できることになり、シークレットモード設
定操作前に記憶した各画像を再生して見られるおそれはないが、撮影を依頼する前にシー
クレットモードの設定をしなければならず、またその後シークレットモードを解除しなけ
ればならいので煩わしいといった課題があった。
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、特定の人物が撮影した画像
だけを簡単に出力制御可能な再生モードを備えた電子カメラ、出力制御方法、及びプログ
ラムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明では、被写体像を撮影して画像デー
タを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段
と、前記記録手段に記録されている画像データを外部装置に転送する外部出力手段と、前
記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モー
ドを設定する設定手段と、前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに
前記撮影手段により生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録
制御手段と、前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段
により生成された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段と、
前記設定手段により第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モードが設
定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像デ
ータのみを前記外部装置に転送する出力制御手段とを備えるものとした。
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明では、前記記録手段に記録されている画像データを表示す
る表示手段と、前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録
手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示
させる第１の表示制御手段と、を更に備えるものとした。
　また、請求項３に記載の発明では、前記設定手段は、前記第２の撮影モードをくり返し
設定し、前記第２の記録制御手段は、前記設定手段により新たな第２の撮影モードが設定
されたときに前記撮影手段により生成された画像データのみを、最新の第２の画像データ
として前記記録手段に記録させ、前記第１の表示制御手段は、前記設定手段により第２の
新たな撮影モードが設定されたときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち
、前記最新の第２の画像データをのみを前記表示手段に表示させるものとした。
【０００８】
　また、請求項４に記載の発明では、前記第１の撮影モードまたは前記第２の撮影モード
が設定されているときにおいて前記撮影手段により新たな第２の画像データが生成される
度に、当該新たな第２の画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に記憶させてい
く記憶制御手段と、前記設定手段により第２の撮影モードが設定される度に、前記記憶領
域に記憶されていた前記特定情報を消去する消去手段と、を更に備え、前記記憶制御手段
は、前記消去手段により前記特定情報が消去された後も、前記撮影手段により新たな画像
データが生成される度に、当該新たな画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に
記憶させていき、前記第１の表示制御手段は、前記設定手段により第２の撮影モードが設
定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち、前記記憶領域に
記憶されている特定情報により特定される画像データのみを前記表示手段に表示させるも
のとした。
【０００９】
　また、請求項５に記載の発明では、前記記録手段に記録されている画像データを表示す
る表示手段と、ユーザの操作に応答して、電子カメラに指示を与える操作手段と、前記第
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１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
選択する選択手段と、前記選択手段により前記第２の撮影モードが選択された場合に、前
記表示手段に前記操作手段の特定の操作手順を表示させる第２の表示制御手段と、を更に
備え、前記設定手段は、前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作がなされた場
合にのみ、前記第２の撮影モードを設定するものとした。
【００１０】
　また、請求項６に記載の発明では、前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作
がなされた場合にのみ、前記設定手段により設定された第２の撮影モードを解除する解除
手段を更に備えるものとした。
【００１１】
　また、請求項７に記載の発明では、被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段
と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記
録されている画像データを外部装置に転送する外部出力手段と、を備える電子カメラにお
ける画像データの出力制御方法であって、前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モード
とを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを設定する設定ステップと、前記設定ステ
ップにおいて第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成された第
１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御ステップと、前記設定ステッ
プにおいて第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成された第２
の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御ステップと、前記設定ステップ
において第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モードが設定されてい
るときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像データのみを
前記外部装置に転送する出力制御ステップとを含む方法とした。
【００１２】
　また、請求項８に記載の発明では、被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段
と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記
録されている画像データを外部装置に転送する外部出力手段と、を備えるコンピュータを
、前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影
モードを設定する設定手段、前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているとき
に前記撮影手段により生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記
録制御手段、前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段
により生成された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段、前
記設定手段により第２の撮影モードで記録された画像データを再生する再生モードが設定
されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第２の画像デー
タのみを前記外部装置に転送する出力制御手段、として機能させるプログラムとした。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザが撮影した画像が他人によって外部装置に出力されて利用され
てしまうことを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は、本発明に係る電子カメラの一実施例であるデジタルカメラの外観を示す図であ
り、図１（ａ）は正面図、図１（ｂ）は背面図、図１（ｃ）は上面図である。　
　デジタルカメラ１００は図１（ａ）に示すように正面側に、ストロボ発光部１および撮
像レンズ２を有している。また、デジタルカメラ１００の背面には図１（ｂ）に示すよう
に、モードダイアル３、液晶モニタ画面４、カーソルキー５、ＳＥＴキー６、ズームボタ
ン７（Ｗボタン７－１、Ｔボタン７－２）、再生キー若しくはメニューキーとして機能す
るキー１０等が設けられている。上面には図１（ｃ）に示すようにシャッターキー８及び
電源ボタン９が設けられ、図示されていないが側部にはパーソナルコンピュータ（以下、
パソコン）やモデム等の外部装置とＵＳＢケーブルに接続する場合に用いるＵＳＢ端子接
続部が設けられている。キー１０は実施形態１では再生キーとして用いられ、実施形態２
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ではメニューキーとして用いられる。
【００１６】
　図２は、図１に示したデジタルカメラの電子回路構成の一実施例を示す図である。図２
で、デジタルカメラ１００は、基本モードである撮影モードにおいて、ズームレンズ１２
－１を移動させて光学ズーム動作を行わせるズーム駆動部１１－１、フォーカスレンズ１
２－２を移動させて合焦動作を行わせるＡＦ駆動部１１－２、ズームレンズ１２－１及び
フォーカスレンズ１２－２を含む撮像レンズ２を構成するレンズ光学系１２、撮像素子で
あるＣＣＤ１３、タイミング発生器（ＴＧ）１４、垂直ドライバ１５、サンプルホールド
回路（Ｓ／Ｈ）１６、Ａ／Ｄ変換器１７、カラープロセス回路１８、ＤＭＡ（Direct Mem
ory Access）コントローラ１９、ＤＲＡＭインターフェイス（Ｉ／Ｆ）２０、ＤＲＡＭ２
１、制御部２２、ＶＲＡＭコントローラ２３、ＶＲＡＭ２４、デジタルビデオエンコーダ
２５、表示部２６、ＪＰＥＧ回路２７、保存メモリ２８、キー入力部３０、ストロボ発光
制御部３１を備えている。
【００１７】
　撮影モードでのモニタリング状態においては、ズーム駆動部１１－１は光学ズーム指示
があると図示しないズームレンズ駆動モータを駆動してズームレンズ１２－１を移動させ
る。また、ＡＦ駆動部１１－２は図示しないフォーカスレンズ駆動モータを駆動してフォ
ーカスレンズ１２－２を移動させる。上記撮像レンズ２を構成する光学系１２の撮影光軸
後方に配置された撮像素子であるＣＣＤ１３が、タイミング発生器（ＴＧ）１４、垂直ド
ライバ１５によって走査駆動され、一定周期毎に結像した光像に対応する光電変換出力を
１画面分出力する。
【００１８】
　ＣＣＤ１３は被写体の二次元画像を撮像する固体撮像デバイスであり、典型的には毎秒
数十フレームの画像を撮像する。なお、撮像素子はＣＣＤに限定されずＣＭＯＳ（Comple
mentary Metal Oxide Semiconductor）などの固体撮像デバイスでもよい。
【００１９】
　この光電変換出力は、アナログ値の信号の状態でＲＧＢの各原色成分毎に適宜ゲイン調
整された後に、サンプルホールド回路（Ｓ／Ｈ）１６でサンプルホールドされ、Ａ／Ｄ変
換器１７でデジタルデータ（画素）に変換され、カラープロセス回路１８で画像補間処理
及びγ補正処理を含むカラープロセス処理が行われて、デジタル値の輝度信号Ｙ及び色差
信号Ｃｂ、Ｃｒが生成され、ＤＭＡ（Direct Memory　Access）コントローラ１９に出力
される。
【００２０】
　ＤＭＡコントローラ１９は、カラープロセス回路１８の出力する輝度信号Ｙ及び色差信
号Ｃｂ、Ｃｒを、同じくカラープロセス回路１８からの複合（composite）同期信号、メ
モリ書き込みイネーブル信号、及びクロック信号を用いてＤＲＡＭインターフェイス（Ｉ
／Ｆ）２０を介してバッファメモリとして使用されるＤＲＡＭ２１にＤＭＡ転送する。
【００２１】
　制御部２２は、このデジタルカメラ１００全体の制御動作を司るものであり、ＣＰＵ若
しくはＭＰＵ（以下、ＣＰＵ）と、後述するように他人モード時の撮影動作および画像再
生制御を含む該ＣＰＵで実行される動作プログラムを記憶したフラッシュメモリ等のプロ
グラム格納メモリ、及びワークメモリとして使用されるＲＡＭ等により構成され、上記輝
度及び色差信号のＤＲＡＭ２１へのＤＭＡ転送終了後に、この輝度及び色差信号をＤＲＡ
Ｍインターフェイス２０を介してＤＲＡＭ２１から読出し、ＶＲＡＭコントローラ２３を
介してＶＲＡＭ２４に書込む。
【００２２】
　制御部２２は、また、キー入力部３０からの状態信号に対応してフラッシュメモリ等の
プログラム格納用メモリに格納されている各モードに対応の処理プログラムやメニューデ
ータを取り出して、デジタルカメラ１００の他の各機能の実行制御、例えば、設定された
撮影モードに対応するズームレンズの移動範囲（以下、ズーム領域）でのズーム動作の他
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、デジタルズーム指示によるデジタルズーム処理、スルー表示、自動合焦、撮影、記録、
及び記録した画像の再生・表示等の実行制御等や機能選択時の機能選択メニューの表示制
御、設定画面の表示制御、等を行う。　
【００２３】
　デジタルビデオエンコーダ２５は、上記輝度及び色差信号をＶＲＡＭコントローラ２３
を介してＶＲＡＭ２４から定期的に読み出し、これらのデータを基にビデオ信号を生成し
て上記表示部２６に出力する。
【００２４】
　表示部２６は、上述したように撮影モード時にはモニタ表示部（電子ファインダ）とし
て機能するもので、デジタルビデオエンコーダ２５からのビデオ信号に基づいた表示を行
うことで、その時点でＶＲＡＭコントローラ２３から取込んでいる画像情報に基づく画像
をリアルタイムに液晶モニタ画面４に表示することになる。
【００２５】
　制御部２２は合焦指示に応じてその時点でＣＣＤ１３から取込んでいる１画面分の輝度
及び色差信号のＤＲＡＭ２１へのＤＭＡ転送の終了後、直ちにＣＣＤ１３からのＤＲＡＭ
２１への経路を停止し、記録保存の状態に遷移する。
【００２６】
　この保存記録の状態では、制御部２２がＤＲＡＭ２１に書込まれている１フレーム分の
輝度及び色差信号をＤＲＡＭインターフェイス２０を介してＹ、Ｃｂ、Ｃｒの各コンポー
ネント毎に縦８画素×横８画素の基本ブロックと呼称される単位で読み出してＪＰＥＧ（
Joint Photograph cording Experts Group）回路２７に書込み、このＪＰＥＧ回路２７で
ＡＤＣＴ（Adaptive Discrete Cosine Transform：適応離散コサイン変換）、エントロピ
ー符号化方式であるハフマン符号化等の処理によりデータ圧縮する。　
　そして得た符号データを１画像のデータファイルとしてＪＰＥＧ回路２７から読出し、
デジタルカメラ１００の記録媒体として着脱自在に装着される保存メモリ２８に記録する
。また、１フレーム分の輝度及び色差信号の圧縮処理及びメモリカード２８または内蔵メ
モリ２９への全圧縮データの書込み終了に伴って、制御部２２はＣＣＤ１３からＤＲＡＭ
２１への経路を再び起動する。
【００２７】
　また、基本モードである再生モード時には、制御部２２が保存メモリ２８に記録されて
いる画像データを選択的に読出し、ＪＰＥＧ回路２７で画像撮影モード時にデータ圧縮し
た手順とまったく逆の手順で圧縮されている画像データを伸張し、伸張した画像データを
ＶＲＡＭコントローラ２３を介してＶＲＡＭ２４に展開して記憶させた上で、このＶＲＡ
Ｍ２４から定期的に読出し、これらの画像データを元にビデオ信号を生成して表示部２６
で再生出力させる。
【００２８】
　上記ＪＰＥＧ回路２７は複数の圧縮率に対応しており、圧縮率に対応させて記憶するモ
ードには圧縮率の低い高解像度（一般に、高精細、ファイン、ノーマルなどと呼ばれる）
に対応するモードと圧縮率の高い低解像度（一般にエコノミーなどと呼ばれる）モードが
ある。　
　また、高画素数から低画素数にも対応している。例えば、ＱＸＧＡ（Quad eXtended Gr
aphics Array（２０４８×１５３６））、ＵＸＧＡ（Ultra eXtended Graphics Array（
１６００×１２００））、ＳＸＧＡ+（SXGA Plus（１４００×１０５０））、ＳＸＧＡ（
Super eXtended Graphics Array（１２８０×１０２４））、ＸＧＡ（eXtended Graphics
 Array（１０２４×７８６））、ＳＶＧＡ（Super Video Graphics Array（８００×６０
０））、ＶＧＡ（Video Graphics Array（６４０×４８０））、ＱＶＧＡ（Quarter VGA
（３２０×２４０））、等と呼ばれる記録画素サイズがある。
【００２９】
　保存メモリ２８は、内蔵メモリ（フラッシュメモリ）やハードディスク、あるいは着脱
可能なメモリカード等の記録媒体からなり画像データや撮影情報等を保存記録する。
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【００３０】
　キー入力部３０は上述したモードダイアル３、カーソルキー５、ＳＥＴキー６、ズーム
ボタン７、シャッターキー８、電源ボタン９、キー１０等から構成され、それらのキー操
作に伴う信号は直接制御部２２に送出される。
【００３１】
　モードダイアル３は撮影モードや再生モードのほか、実施形態１に係わる発明の他人モ
ードを選択・設定することができる。ユーザはモードダイアル３を操作して、（静止画）
通常撮影モード、マクロ撮影モード、連写モード、速写モード、・・、動画撮影モード、
・・・等の撮影モードを選択することができ、再生モードを選択すると撮影画像を再生す
ることができる。実施形態１では、他人モード（第１の撮影モード）を選択・設定すると
他人モードとして設定された撮影モードで撮影することができ、その撮影モード（他人モ
ードとして設定された撮影モード）で撮影した画像のみを再生可能とする。
【００３２】
　カーソルキー５はモード設定やメニュー選択等に際して液晶モニタ画面４に表示される
メニューやアイコン等をカーソルでポイント（指定）する際に操作するキーであり、カー
ソルキー５の操作によりカーソルを上下又は左右に移動させることができる。また、ＳＥ
Ｔキー６はカーソルキー５によってカーソル表示されている項目を選択設定若しくは確認
する際に押す確認キーである。また、実施形態２ではカーソルキー５を他人モード設定キ
ーとして用いている（図４のステップＴ２～Ｔ６参照）
【００３３】
　ズームボタン７は、ズーム操作に用いられ、光学ズームの場合はズームボタン７（Ｗボ
タン７－１またはＴボタン７－２）の操作に対応してズームレンズ（可変焦点距離レンズ
）１２－１がワイド側またテレ側に移動され、ズームレバー７の操作に対応してズーム値
が決定され、ズーム値の変化に追従して画角が実際に変化し、液晶モニタ画面４にはワイ
ド（広角）画像又はテレ（望遠）画像が表示される。デジタルズームの場合はズームボタ
ン７－１、７－２の操作に対応してズーム値が決定されるが、実際の画角は変化せず、液
晶モニタ画面４にはズーム値に応じたサイズの画像がトリミングされて表示される。
【００３４】
　シャッターキー８は、撮影時にレリーズ操作を行うもので、２段階のストロークを有し
ており、１段目の操作（半押し状態）でオートフォーカス（ＡＦ）と自動露出（ＡＥ）を
行わせるための合焦指示信号を発生し、２段目の操作（全押し状態）で撮影処理を行うた
めの撮影指示信号を発生する。また、シャッターキー８を点灯若しくは点滅可能な構成と
してもよく、発光ダイオード等を用いて赤色若しくは緑色等に点灯若しくは点滅可能に構
成してもよい。
【００３５】
　キー１０は実施形態１では再生キーとして機能する。実施形態１においては他人モード
が設定されているときに操作すると再生キーとして機能する。他人モードが選択・設定さ
れているときにキー１０を押すと、他人モードで撮影した画像だけが再生表示される。ま
た、実施形態２においてはメニューキーとして機能するキーであり、キー１０が押される
とその時点で選択可能な機能をメニュー表示し、ユーザはカーソル操作等により表示され
たメニューを選択できる。
【００３６】
　ストロボ発光制御部３１はストロボ発光部用の充電制御および制御部２２の制御下でス
トロボ発光部１の発光タイミングの制御を行う。
【００３７】
（実施形態１）　
　図３は実施形態１に係わるデジタルカメラ１００の撮影時の動作概要を示すフローチャ
ートであり、このフローチャートはデジタルカメラ１００に本発明の他人モードにおける
再生機能を実現させるためのプログラムを説明するためのものである。　
　以下に示す処理は基本的に制御部２２が予めフラッシュメモリ等のプログラムメモリに
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記憶されたプログラムに従って実行する例で説明するが、全ての機能をプログラムメモリ
に格納する必要はなく、必要に応じて、その一部若しくは全部をネットワークを介して受
信して実現するようにしてもよい。以下、図１～図３に基いて説明する。
【００３８】
　ユーザは電源ボタン９を操作してデジタルカメラ１００の主電源をオンとしモードダイ
アル３を操作して所望の撮影モードを選択するので（ステップＳ１）、制御部２２はキー
入力部３０からの信号を調べ、選択されたモードが他人モードの場合はステップＳ３に進
み、これら以外のモードが選択された場合は選択されたモード処理を実行する（ステップ
Ｓ２）。
【００３９】
　上記ステップＳ２選択された撮影モードが他人モードの場合は、制御部２２はＲＡＭに
他人撮影画像番号記憶領域（図示せず）を確保してその領域をクリアし（ステップＳ３）
、他人モードとして設定された特定の撮影モードによる撮影動作の制御（撮影および撮影
画像データの圧縮および圧縮データ（画像ファイル）の保存メモリ２８への記録処理等の
制御）を行うと共に（ステップＳ４）、保存メモリ２８に記録した画像ファイルの画像番
号をＲＡＭに設けた他人画像番号記憶領域に記憶（追加記憶）する（ステップＳ５）。
【００４０】
　他人モードでの撮影者（たとえば、撮影依頼をされた被撮影依頼者）は他人モードで撮
影した画像を再生して見たいような場合にキー１０（再生キー）を押すので、制御部２２
はキー入力部３０からの信号を調べ、キー１０が押された場合にはステップＳ７に進み、
そうでない場合は他人モードによる次の画像の撮影を行なうためにステップＳ４に戻る（
ステップＳ６）。
【００４１】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人撮影画像番号記憶領域に記憶してある画像番号を順次
読み出し（ステップＳ７）、この読み出した画像番号を検索キーとして保存ファイル２８
に記録されている画像ファイルを検索し、画像番号が一致した画像ファイルの画像データ
（圧縮画像データ）を読み出し（ステップＳ８）、ＪＰＥＧ回路２７で伸張処理を施させ
て画像データを再生し、ＶＲＡＭコントローラ２３を介してＶＲＡＭ２４に展開し、表示
部２６に再生画像を表示させる（ステップＳ９）。
【００４２】
　制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、次の再生画像の表示指示（例えば、カ
ーソルキー５の右カーソル（＞）操作）がある場合はステップＳ１１に進み、一つ前の再
生画像の表示指示（例えば、カーソルキー５の左カーソル（＜）操作）がある場合はステ
ップＳ１３に進み、他人モード終了操作がなされると他人モードによる撮影を終了し、そ
れ以外の場合はステップＳ４に戻る（ステップＳ１０）。
【００４３】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人撮影画像番号保存領域に記憶してある画像番号の読み
出しが全て終わったか否かを調べ、画像番号の読み出しが全て終わってない場合は次の画
像番号の読み出しを行うようにしてステップＳ７に戻り（ステップＳ１１）、画像番号の
読み出しが全て終わった場合はその旨のメッセージ、例えば、「他人モードによる撮影画
像は終わりです」を表示して他人モードによる撮影を終了する（ステップＳ１２）。
【００４４】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人撮影画像番号保存領域に保存してある画像番号のうち
、一つ前の画像番号の読み出しを行うようにしてステップＳ７に戻る（ステップＳ１３）
。
【００４５】
　上記図３のフローチャートに示した動作により、他人モードを選択すると他人モード用
に設定された撮影モードで撮影を行ない、同時に今回の他人モードで撮影した画像番号を
のみ保存しておき、再生時に再生キーを押すと今回の他人モードによる撮影で保存された
画像番号のみをキーとして記録画像を検索するので、今回の他人モードで撮影した画像だ
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けを再生表示できる。従って、ユーザが撮影を他人（被撮影依頼者）に依頼するような場
合に、デジタルカメラ１００を被撮影依頼者に渡す前にデジタルカメラ１００のモードを
他人モードにしてから撮影を依頼すれば、撮影画像を被撮影依頼者が確認したり、被撮影
依頼者の傍らでユーザが確認するような場合にユーザが撮影した画像や前回までに他人モ
ードで撮影した画像を今回の被撮影依頼者に見られることなく、今回の被撮影依頼者が他
人モードで撮影した画像のみを再生表示して撮影具合を確かめることができる。更に、再
生キーを押すだけで画像を再生できるので、デジタルカメラ１００の操作に不慣れな被撮
影依頼者にとって操作が簡単で済む。
【００４６】
　なお、上記ステップＳ２で他人モードが選択された場合はその後段にモードダイアル３
で再生モードを選択できないように再生モードの選択を禁止するステップを設けるように
してもよい。このようにすれば、デジタルカメラ１００の操作に不慣れな被撮影依頼者が
他人モードでの撮影時に誤ってモードダイアル３を操作して再生モードを選択してしまっ
たり、撮影画像を確認しようとして再生モードを選択して、ユーザが撮影した画像を再生
して見てしまうようなことが生じない。
【００４７】
　さらに、上記ステップＳ２で他人モードが選択された場合はその後段にモードダイアル
３で再生モードを選択できないように再生モードの選択を禁止すると共に、キー１０を再
生キーとして使用できるステップを設けるようにしてもよい。このようにすれば、他人モ
ード以外のモードではキー１０に別の機能を持たせることができ、キーの数を増やさずに
済む。また、キー１０を設けることなく、他人モードが選択されると他のキーに再生キー
としての機能を持たせるようにしてもよい。
【００４８】
　また、上記図３のステップＳ３で今回の他人モードによって撮影された画像の画像番号
を揮発性メモリ（ＲＡＭ）に記憶するようにしたが、画像番号を保存メモリ２８等の不揮
発性メモリの所定の記憶領域に記録するようにし、図３のステップＳ７で読み出すように
してもよい。
【００４９】
　（実施形態２）　
　上記実施形態１では他人モードが選択されると他人モードとして設定された撮影モード
で撮影することができ、その撮影モード（他人モードとして設定された撮影モード）で撮
影した画像のみを再生可能としたが、他人モードを選択・設定した後、複数の撮影モード
のうちの所望の撮影を選択して撮影し、その撮影モードで撮影した画像のみを再生可能と
することもできる。
【００５０】
　図４、図５は撮影モードにおけるデジタルカメラの実施形態２に係わる動作概要を示す
フローチャートであり、図４は他人撮影動作部分を示すフローチャート、図５は他人撮影
画像の再生動作を示すフローチャートである。これらのフローチャートはデジタルカメラ
１００に本発明の他人撮影モードでの再生機能を実現させるためのプログラムを説明する
ためのものである。　
　以下に示す処理は基本的に制御部２２が予めフラッシュメモリ等のプログラムメモリに
記憶されたプログラムに従って実行する例で説明するが、全ての機能をプログラムメモリ
に格納する必要はなく、必要に応じて、その一部若しくは全部をネットワークを介して受
信して実現するようにしてもよい。以下、図１、図２、図４～図９に基いて説明する。な
お、キー１０は本実施形態ではメニューキーとして機能する。
【００５１】
　図４において、ユーザが電源ボタン９を操作してデジタルカメラ１００の主電源をオン
としてからキー１０を押すと、制御部２２は図７に示すような撮影態様選択メニューを表
示し、キー１０が押されない場合はステップＴ２に進む（ステップＴ０）、ユーザ本人に
よる撮影（本人モード）か、カメラを借り受けた他人による撮影（他人モード）かの選択
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を促し、ユーザはカーソル操作によりいずれかを選択するので、制御部２２はキー入力部
３０からの信号を調べ、本人モードが選択された場合はステップＴ２に進み、他人モード
が選択された場合はステップＴ５に進む（ステップＴ１）。
【００５２】
　制御部２２は保存メモリ２８の他人モード設定情報保存領域２８２（図６参照）を調べ
、他人モードが設定されているか否かを調べ、他人モードが設定されている場合はステッ
プＴ３に進み、他人モードが設定されていない場合は本人モードとしてステップＴ７に進
む（ステップＴ２）。
【００５３】
　他人モードが設定されている場合は、図９に示すような他人モード解除画面８０を表示
して他人モードを解除するか否かの選択を促し、ユーザは他人モードを解除する場合は他
人モード解除画面８０で指定された方法で他人モード解除用の操作を行うので（ステップ
Ｔ３）、制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、他人モード解除用の操作（図９
の例ではカーソル操作）が行なわれた場合は保存メモリ２８の他人モード設定情報保存領
域２８２を無効値（ｎｕｌｌ）でクリア（あるいは最大値‘ＦＦＦＦＦＦＦＦ’を代入）
することにより、他人モードを解除してステップＴ７に進み、他人モードを「解除しない
」を選択した場合はそのままステップＴ７に進む（ステップＴ４）。
【００５４】
　他人モードを選択すると制御部２２は図８に示すような他人モード設定画面７０を表示
してユーザが他人モード設定用の操作を行うように促すので、ユーザは図８で指定され方
法（カーソルキー５の左右キーの操作）により他人モード設定用の操作を行う（ステップ
Ｔ５）。そこで、制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、他人モード設定値（図
８の例では右カーソル操作および左カーソル操作のカウント値→ＳＥＴキー６の押し下げ
で確定）を他人モード設定情報として保存メモリ２８の他人モード設定情報保存領域２８
２に保存（記録）することにより他人モードを設定し、ステップＴ７に進む（ステップＴ
６）。
【００５５】
　次に、制御部２２はモードの選択を促すメッセージ（図示せず）を表示部２６に表示し
てモードの選択を促し、ユーザはモードダイアル３を操作して所望のモードを選択するの
で、制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、撮影モードが選択された場合はステ
ップＴ８に進み、再生モードが選択された場合は図５のステップＴ１３に進み、終了操作
（例えば、電源スイッチ９のオフ操作）がなされた場合は処理を終了する（ステップＴ７
）。
【００５６】
　上記ステップＴ６で他人モードが設定された場合は、制御部２２はＲＡＭに他人撮影画
像番号記憶領域（図示せず）を確保してその領域をクリアし（ステップＴ８）、上記ステ
ップＴ７で選択された所望の撮影モードによる撮影動作の制御（撮影および撮影画像デー
タの圧縮および圧縮データ（画像ファイル）の保存メモリ２８への記録処理等の制御）を
行うと共に（ステップＴ９）、保存メモリ２８の他人モード設定情報保存領域２８２に他
人モードが設定されているか否かを調べ、他人モードが設定されていない場合（つまり、
他人モード設定情報保存領域２８２が無効値（ｎｕｌｌ）でクリア（あるいは最大値‘Ｆ
ＦＦＦＦＦＦＦ’が代入）されている場合はステップＴ１２に進み（ステップＴ１０）、
他人モードが設定されている場合は保存メモリ２８に記録した画像ファイルの画像番号を
保存メモリ２８に記録した画像ファイルの画像番号をＲＡＭに設けた他人画像番号記憶領
域に記憶（追加記憶）してＴ１２に進む（ステップＴ１１）。
【００５７】
　制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、撮影終了操作がなされた場合はステッ
プＴ７に戻り、そうでない場合はステップＴ９に戻る（ステップＴ１２）。
【００５８】
　図５において、上記図４のステップＴ７で再生モードが選択された場合は、制御部２２
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は保存メモリ２８の他人モード設定情報保存領域２８２に他人モードが設定されているか
否か（つまり、他人モード情報が設定されているか否か）を調べ、他人モードが設定され
ている場合はステップＴ１４に進み、設定されていない場合はステップＴ２１に進む（ス
テップＴ１３）。
【００５９】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人撮影画像番号記憶領域に記憶してある画像番号を順次
読み出し（ステップＴ１４）、この読み出した画像番号を検索キーとして保存ファイル２
８に記録されている画像ファイルを検索し、画像番号が一致した画像ファイルの画像デー
タ（圧縮画像データ）を読み出し（ステップＴ１５）、ＪＰＥＧ回路２７で伸張処理を施
させて画像データを再生し、ＶＲＡＭコントローラ２３を介してＶＲＡＭ２４に展開し、
表示部２６に再生画像を表示させる（ステップＴ１６）。
【００６０】
　次に、制御部２２はキー入力部３０からの信号を調べ、次の再生画像の表示指示（例え
ば、カーソルキー５の右カーソル（＞）操作）がある場合はステップＴ１８に進み、一つ
前の再生画像の表示指示（例えば、カーソルキー５の左カーソル（＜）操作）がある場合
はステップＴ２０に進み、再生終了操作がなされると図４のステップＴ７に戻る（ステッ
プＴ１７）。
【００６１】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人モード撮影画像番号記憶領域に保存してある画像番号
の読み出しが全て終わったか否かを調べ、終わっていない場合は次の画像番号の読み出し
を行うようにしてステップＴ１４に戻り（ステップＴ１８）、画像番号の読み出しが全て
終わった場合は他人モードによる撮影画像がこれ以上ない旨のメッセージ、例えば、「他
人モードによる撮影画像はこれ以上ありません」を表示部２６に表示させて図４のステッ
プＴ７に戻る（ステップＴ１９）。
【００６２】
　制御部２２はＲＡＭに設けた他人モード撮影画像番号記憶領域に記憶してある画像番号
のうち、一つ前の画像番号の読み出しを行ってステップＴ１５に戻る（ステップＴ２０）
。
【００６３】
　他人モードが設定されている場合は、よく知られている再生画像選択・再生方法により
所望の画像を再生、表示し（ステップＴ２１）、再生終了操作があるまで上記ステップＴ
２０の再生処理を繰り返し、再生終了操作があると図４のステップＴ７に戻る（ステップ
Ｔ２２）。
【００６４】
　なお、上記図４のフローチャートでは図示を省略したが、他人モードにおいても再生画
像を見て指定した画像を保存メモリ２８から消去したり、外部装置に転送することができ
るが、他人モードにおいて消去したり転送できる画像はＲＡＭに設けた他人モード撮影画
像番号記憶領域に記憶してある画像番号と一致する画像番号の画像（画像ファイル）のみ
である。つまり、他人モードでは今回の他人モードで撮影した画像だけを表示、削除、若
しくは転送できるが、本人が撮影した画像や前回までの他人モードで撮影した画像の表示
、削除、若しくは転送でない。
【００６５】
　上記図４のフローチャートに示した動作により、図８に示すように左右カーソル操作の
回数保存を他人モードの設定と同義にしているので、他人モードを設定したユーザ以外は
他人モードを解除できないことから、ユーザが他人モードを設定してからデジタルカメラ
１００を他人に貸すようにすれば、今回撮影依頼された他人（カメラの借受人）は通常の
場合（他人モードでない場合を意味する）と同様に所望の撮影モードを選択して所望する
撮影をデジタルカメラ１００が備えている各種の機能を用いて行なうことができ、再生時
にも通常の場合と同様に再生モードを選択して画像を再生表示したり、削除したり、外部
機器に転送したりできるが、再生表示したり、削除したり、外部機器に転送できる画像は
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自分の撮影した画像だけでありユーザが撮影・記録した画像や前回までに他の人が他人モ
ードで撮影した画像を再生表示したり、削除したり、外部機器に転送できないので、ユー
ザが撮影した画像や前回までに他の人が他人モードで撮影した画像を今回のカメラの借受
人等に見られたり、削除されたり利用されたりすることがない。
【００６６】
　図６は保存メモリの記録領域割り当ての一実施例を示す図であり、図示の例では、保存
メモリ２８には保存メモリに記録される画像データ（画像ファイル）の画像番号にそれぞ
れ対応付けて記録アドレスや撮影情報等を記録した画像管理領域２８０と、画像データを
記録する画像記録領域２８１と、他人モード設定情報保存領域２８２からなる。
【００６７】
　図７は撮影態様選択画面の一実施例を示す図であり、撮影態様選択画面６０はキー１０
を押したときに表示され、ユーザは撮影態様選択画面６０で本人が撮影する場合に選択す
る「本人モード」メニューと撮影を依頼したりカメラを貸す場合に選択する「他人モード
」メニューのいずれかを選択することができる。また、メニュー選択はカーソル操作によ
って行うことができる。
【００６８】
　図８は他人モード設定画面の一実施例を示す図であり、図７の撮影態様選択画面６０で
「他人モード」を選択した場合に表示される画面であり、ユーザは他人モード設定画面７
０においてカーソルキー５の左および右操作で他人モードを設定することができる。なお
、図４のステップＴ５および図８の他人モード設定画面７０ではカーソルキー５の左右キ
ーの操作回数を他人モード設定情報として設定するようにしたが、カーソルキー５の上下
キーの操作回数を他人モード設定情報として設定するようにしてもよく、カーソルキー５
の上下左右キーの操作順序を他人モード設定情報として設定するようにしてもよい。また
、他人モード設定方法はカーソル操作に限定されない。
【００６９】
　図９は他人モード解除画面の一実施例を示す図であり、図７の撮影態様選択画面６０で
他人モードを選択しない場合（本人モードの場合、つまり、本人が使用しようとした場合
）に、すでに他人モードが設定されている場合に表示される画面であり、ユーザは他人モ
ード設定画面７０において設定した他人モード設定情報、つまり、カーソルキー５の左キ
ーの操作回数および右キーの操作回数と同じ回数だけ、他人モード解除画面８０でカーソ
ルキー５の左キーおよび右キーを操作することにより他人モードを解除し、本人モードに
よる撮影や画像再生を行なうことができる。ユーザは、デジタルカメラ１００を貸した際
に設定した他人モードを、カメラを返してもらった際若しくは使用しようとする際に電源
９をオンにするとキー１０押さなくても他人モード解除画面８０が表示されるので、他人
モードを解除して本人モードで撮影を行なうことができる。
【００７０】
　以上、本発明のいくつかの実施例について説明したが本発明は上記各実施例に限定され
るものではなく、種々の変形実施が可能であることはいうまでもない。例えば電子カメラ
という用語は、デジタルカメラやカメラ付き携帯電話機のほか、撮像部を有する情報機器
やビデオカメラなどにも適用し得るものである。
【００７１】
　以上、本発明のいくつかの実施例について説明したが本発明は上記各実施例に限定され
るものではなく、種々の変形実施が可能であることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明に係る電子カメラの一実施例としてのデジタルカメラの外観を示す図であ
る。
【図２】図１に示したデジタルカメラの電子回路構成の一実施例を示す図である。
【図３】撮影モードにおけるデジタルカメラの実施形態１に係わる動作概要を示すフロー
チャートである。
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【図４】撮影モードにおけるデジタルカメラの実施形態２に係わる動作概要のうち他人撮
影動作部分を示すフローチャートである。
【図５】撮影モードにおけるデジタルカメラの実施形態２に係わる動作概要のうちが他人
撮影画像の再生動作を示すフローチャートである。
【図６】図６は保存メモリの記録領域割り当ての一実施例を示す図である。
【図７】撮影態様選択画面の一実施例を示す図である。
【図８】他人モード設定画面の一実施例を示す図である。
【図９】他人モード解除画面の一実施例を示す図である。
【符号の説明】
【００７３】
３　モードダイアル（モード選択手段、画像再生指示手段）
５　カーソルキー（撮影態様設定手段）
１０　キー（画像再生指示手段）
２２　制御部（第１の撮影制御手段、撮影制御手段、画像再生手段）
２６　表示部
２７　ＪＰＥＧ回路（画像再生手段）
６０　撮影態様選択画面（撮影態様設定手段）
７０　他人モード設定画面（撮影態様設定手段）
１００　デジタルカメラ（電子カメラ）
２８２　画像識別情報保存領域（画像識別情報保存手段）

【図１】 【図２】
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